
　総務企画 　福祉区民 　文教子育て 　建設環境 　議会運営
日本共産党 △小林行男 △ 斉藤邦子 ○ 横山幸次 ◎ 小島和男 小林行男

（5名） △ 安部キヨ子 △ 横山幸次

自由民主党 △服部敏夫 菅谷元昭 △ 町田高 明戸真弓美 中島義夫

（1３名） ◎ 並木一元 若林清子 中島義夫 ○ 小坂眞三 菅谷元昭

志村博司 △ 斉藤泰紀 ◎ 茂木弘 △ 鳥飼秀夫 △ 小坂眞三

○ 北城貞治 北城貞治

◎ 志村博司

公明党 ○森本達夫 ◎ 松田智子 △ 菊池秀信 △ 保坂正仁 ○ 菊池秀信

（6名） △ 吉田詠子 △ 中村尚郎 保坂正仁

民進党 竹内明浩 △ 清水啓史 竹内明浩

元気クラブ 斉藤裕子

創新党 小坂英二

改革の会 藤澤志光

市民の会 瀬野喜代

常任委員会・議会運営委員会

　 震災災害 　 健康危機  　観光文化 　 公共施設援助団体
日本共産党 △ 小島和男 △ 安部キヨ子 △ 横山幸次 ○ 小林行男
（5名） ◎ 斉藤邦子

自由民主党 菅谷元昭 ○ 町田高 ○ 中島義夫 ◎ 明戸真弓美
（13名） ◎ 服部敏夫 若林清子 △ 小坂眞三 茂木弘

鳥飼秀夫 △ 北城貞治 斉藤泰紀 △ 並木一元
△ 志村博司

公明党 △ 吉田詠子 △ 菊池秀信 △ 森本達夫 △ 松田智子
（6名） ○ 中村尚郎 ◎ 保坂正仁

民進・市民 竹内明浩 清水啓史
元気クラブ 斉藤裕子
日本創新党 小坂英二
改革の会 藤澤志光
市民の会 瀬野喜代

特別委員会

※◎＝委員長　○＝副委員長　△＝理事

　　議長 就任 辞任 監査委員 就任 辞任

若林　清子 20・5 21・5 服部　敏夫 20・5 21・5

茂木　弘 21・5 22・5 菅谷　安男 21・5 22・5

守屋　誠 22・5 23・4 小坂　眞三 22・5 23・5

服部　敏夫 23･5 24･5 鳥飼　秀夫 23･5 24･5

小坂　眞三 24･5 25･5 竹内　捷美 24･5 25･3

志村　博司 25･5 26･5 若林　清子 25･3 26･5

北城　貞治 26･5 27･4 茂木　弘 26･5 27･5

斎藤　泰紀 27･5 28･5 守屋　誠 27･5 28･5

並木　一元 28・5 29・5 志村　博司 28・5 29・5

鳥飼　秀夫 29・5 30・5 北城　貞治 29・5 30・5

若林　清子 30・5 斎藤泰紀 30・5

自民党の議長・監査委員の順送り…
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区政報告
ニュース

５
月
30
日
に
開
か
れ
た
区
議
会

開
会
議
会
で
は
、
２
０
１
８
年
度

の
定
例
会
を
５
月
30
日
か
ら
来
年

の
４
月
30
日
ま
で
の
３
３
６
日
間

と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

同
時
に
そ
の
期
間
の
区
議
会
各

常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、

特
別
委
員
会
の
構
成
が
決
定
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

前
年
度
と
基
本
的
に
は
同
じ
体
制

を
継
続
し
な
が
ら
、
委
員
長
、
副

委
員
長
配
置
を
変
更
し
ま
し
た
。

今
回
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉

区
民
委
員
会
か
ら
文
教
・
子
育
て
支

援
委
員
会
の
副
委
員
長
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
観

光
文
化
調
査
特
別
委
員
会
に
は
引
き

続
き
所
属
し
ま
す
が
、
委
員
長
は
斎

藤
く
に
子
区
議
と
交
代
し
ま
し
た
。

（
幹
事
長
と
議
会
運
営
委
員
は
引
き

続
き
務
め
ま
す
）

来
年
の
４
月
が
議
員
の
任
期
で
も

あ
り
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
願
い
実

現
に
総
仕
上
げ
の
意
味
も
込
め
全
力

で
奮
闘
し
ま
す
。

町屋事務所のメールアド

レスを変更しました。

kouji.office@gmail.com

です…

６ 月４ 日(月)
７月２日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所

い
つ
も
通
り
区
議
会
に
出
か
け
る
た

め
町
屋
１
丁
目
の
郵
便
局
の
側
を
抜
け

て
京
成
高
架
下
を
く
ぐ
っ
た
時
、
道
路

に
大
き
な
水
色
の
枠
で
囲
っ
た
「
自
転

車
止
ま
れ
」
の
標
示
が
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。
停
止
線
や
自
転
車
専
用
レ
ー

ン
、
自
転
車
マ
ー
ク
の
三
角
の
「
止
ま

れ
」
な
ど
の
道
路
標
示
は
、
わ
か
っ
て

い
ま
し
た
が
こ
ん
な
の
初
め
て
で
す
。

さ
っ
そ
く
区
の
所
管
課
に
問
い
合
わ
せ

る
と
、
自
転
車
に
よ
る
事
故
が
増
加
傾

向
に
あ
る
中
で
、
昨
年
９
月
か
ら
警
察

と
区
が
自
転
車
危
険
路
線
対
策
を
協
議

し
て
き
た
一
環
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
高

架
下
で
は
過
去
３
年
間
に
10
件
の
自
転

車
事
故
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
危
険
路

線
第
一
号
は
こ
の
高
架
下
か
ら
町
屋
１

丁
目
を
抜
け
て
３
丁
目
の
コ
コ
ス
ナ
カ

ム
ラ
の
前
を
通
っ
て
電
化
通
り
に
抜
け

る
ま
で
で
す
（
上
地
図
）
。
そ
の
時
の

話
で
も
、
自
転
車
の
逆
走
、
路
地
・
生

活
道
路
か
ら
幹
線
道
路
に
で
は
出
会
い

頭
、
子
ど
も
を
乗
せ
た
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
の
転
倒
な
ど
多
い
よ
う
で
す
。

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
横
山
幸
次
）

裏面 タブレットＰＣ

の検証結果…など

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。

生活相談は、随時受付ています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

恒例の議長など「辞職」「たらいまわし」
今回も本会議前日の幹事長会で議長が「辞職」を表明（副

議長も）。翌日の本会議で辞職が承認され議長、副議長選挙

が行われました。今回も「たらいまわし・輪番制」。特に議

長は、議会を代表する職責があり、任期４年です。第一会派

から見識があり全会派一致できる方を選ぶことが必要です。

毎年の「輪番制」のようなやり方はふさわしくありません。



５
月
17
日
の
荒
川
区
議
会
文
教
子

育
て
支
援
委
員
会
に
教
育
委
員
会
か

ら
「
Ｉ
Ｔ
Ｃ
教
育
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
活
用
の
成
果
検
証
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

機
器
等
の
リ
ー
ス
契
約
は
、
来
年

7
月
ま
で
で
す
。
教
育
委
員
会
は
そ

れ
以
降
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
契

約
の
相
手
方
を
決
め
小
中
学
校
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
教
育
を
継
続
す
る
方

針
で
す
。
台
数
も
小
学
１
・
２
年
生

は
４
学
級
1
セ
ッ
ト
か
ら
文
科
省
が

推
奨
す
る
３
学
級
1
セ
ッ
ト
に
増
や

す
こ
と
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

活
用
が
少
な
い
、

減
少
傾
向
に
あ
る
教

科
に
つ
い
て
効
果
的

な
活
用
の
研
究
や
授
業
の
改
善
な
ど

を
す
す
め
る
と
し
、
多
額
の
経
費
に

比
し
て
の
効
果
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
の
検
証
が
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
自
身
が
決
め
た
「
基

本
は
読
み
書
き
計
算
・
体
験
学
習
の

重
視
・
学
校
図
書
館
の
活
用
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
授
業
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
」
に

基
づ
く
検
証
が
不
十
分
で
す
。
授
業

を
行
っ
て
い
る
現
場
の
教
員
の
率
直

な
声
を
十
分
に
聞
き
取
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

先
ん
じ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し

た
韓
国
は
「
問
題
解
決
能
力
が
落
ち

る
」
な
ど
の
実
態
で
見
直
し
、
小
人

数
学
級
で
学
力
向
上
の
成
果
を
あ
げ

て
い
る
事
例
も
多
く
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
あ
り
き
の
姿
勢

か
ら
の
脱
却
が
必
要
で
す
。

安
倍
政
権
は
、
「
働
き
方
改

革
」
一
括
法
案
を
強
行
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
法

案
の
「
出
発
点
」
と
な
っ
た
労

働
時
間
デ
ー
タ
に
虚
偽
が
次
々

と
見
つ
か
り
、
ま
と
も
な
答
弁

も
で
き
な
い
ま
ま
で
採

決
な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
再
集
計
で
、

「
三
六
協
定
」
で
一
般

労
働
者
の
残
業
時
間
を

年
１
０
０
０
時
間
超
と

決
め
た
事
業
所
で
、
実

際
に
１
０
０
０
時
間
を

超
え
て
い
る
割
合
が
、

旧
デ
ー
タ
の
３
・
９
％

か
ら
48
・
５
％
に
激
増

し
ま
し
た
。
最
初
か
ら
デ
ー
タ

ね
つ
造
で
「
裁
量
労
働
制
」
が

取
り
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
虚
偽
デ
ー
タ
が
次
々
で

て
い
ま
す
。
法
案
は
撤
回
す
る

の
が
あ
た
り
ま
え
で
す
。

急に車いすが必要になった！介護保険の申請では間に合わない。長期

ではなく一時的に必要…そんな方の要望に応えるものがありました。

この報告書でタブレットの成果・課題としてあげている主な

内容は以下の通りです。

○小学校1,2年生では植物や昆虫の観察で写真や動画など活用。

観察の描画に時間を費やしていたことが短縮され、考える・話

し合う時間が増えた。また、国語の音読の動画撮影をして自分

の姿を見て音読の良さを知ることが出来た。

○小学3～6年生ではインターネットを活用して自分の興味関心

のある課題を自分のペースで調べることが出来るようになった。

○中学生はドリルコンテンツの活用や発表討論活動が広がった。

○教師に指名された数名が黒板に書くあいだ待っている状態か

ら、生徒児童がタブレットに書いたものを電子黒板に写すこと

で時間が短縮され、まとめをする時間がとれるようになった。

○学力調査で小学6年生のローマ字を書く問いの正答率が荒川区

56.9％(全国50.7)と高い。中学3年生の目的に応じて情報を読み

取る問いの正答率が荒川区84.9％(全国83.3）

○思考力が向上しているとの認

識は小学校33％中学校20％。

※学力調査結果も果たしてタブ

レット使用の成果なのでしょう

か？もっと多角的な検証が必要

ではないでしょうか。


